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● 名前：伊藤 徹郎 
● 所属

○ Classi株式会社 データ/AI部
○ 部長 データサイエンティスト

● 著書

○ データサイエンティスト養成読本

○ AI・データ分析プロジェクトのすべて

● 好きな指標

○ TF-IDF 

自己紹介
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本日お話しすること

自然言語処理の
取り組み事例

言語処理の基礎研究に
対する期待
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会社概要
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会社概要
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Classiとは

2社の合弁会社として2014年に設立

教育プラットフォーム「Classi」の開発・運営

● 学校向けコンサルティング・

営業ノウハウ

● 50年近くにわたる学校支援

の実績

● クラウド・モバイル技術

● 30年にわたるIT事業の実績
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● ベネッセテストに連動した

リコメンドで自学自習

● 豊富な動画・問題コンテンツ

● 自動集計で採点不要

知識・技能の効率的な習得

アダプティブ

ラーニング

生徒一人ひとりに最適な学習

教育プラットフォーム「Classi」
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Classiとは、4つの基本サービスを通じて先生の授業・生徒指導や、生徒の学び・成長を

サポートする教育プラットフォームです。

● 日々の振り返りの蓄積

● 面談時の進路指導に

● 受験時の出願作成に

多面的・総合的評価への対応

ポートフォリオ

学びの軌跡を保存し振り返る

● 探究学習用プログラム

● 英語4技能対応アプリ

● プログラミング教育

● いじめ対策

様々な学校の課題をITで解決

プラットフォーム

Classi ID 1つで様々なアプリを

● 校内の会議をペーパーレス化

● 学校からの連絡も

オンラインで

先生・生徒・保護者の

情報共有を円滑に

コミュニケーション

双方向の情報共有



Copyright © 2020 Classi Corp. All Rights Reserved.

全国の高校におけるClassiのシェア全国のClassiサービス導入校の推移

サービス導入実績
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出典（全国の高校数）：文部科学省「H30年度学校基礎データ」

高校生の3人に1人が利用10,008校

2015年 2017年2016年 2018年 2019年5月

119校 340校

2,100校
2,475校

EDUCOM(小中）

Classi(中高）

導入済

50.9%  未導入

49.1%



自然言語処理の
取り組み事例
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仕組みプレスリリース

学習動画の検索性改善
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https://corp.classi.jp/news/1306/

動画ファイル

音声解析、画像解析

言語データ化

言語解析によりスコア化

マスタデータ化
検索インデックス利用

https://corp.classi.jp/news/1306/
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仕組みプレスリリース

自動作問の実証研究
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https://corp.classi.jp/news/149/

英文の本文より単語を抽出

WordNetにより正解選択肢を抽出

不正解の選択肢も抽出

実証時は難易度のコントロールも実施
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仕組みプレスリリース

ポートフォリオのワードクラウドでの振り返り支援
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https://corp.classi.jp/news/135/

学生の振り返りの蓄積を可視化

TF-IDFによる重み付け、品詞解析



言語処理の基礎研究
に対する期待
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言語処理基礎研究に対する期待
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様々な問題に対するソリューションの拡充
01

02

03

潤沢な言語資源の提供

産官学の共同による取り組みの推進

教育現場の問題は様々な言語が存在するため、レパートリーの増加を期待
今後の教育には読解力などの言語理解はより重要になる

形態素解析や構文解析、固有表現抽出などのタスクを支える豊富な言語資源
様々なシーンへのコーパス整備など

教育という分野の性質上、企業単体や研究機関だけでなく、国や地方などの
自治体なども巻き込んでいく取り組みの推進をしてほしい


